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;時 1章調査に32Jる絹綿

郷 1館情ニ東名購読に伴う;哩蹴:立:iEAjm;取り

静岡県内においては、

した。

文化財を含む環境影響調査等

3年 9月24日に

がなされた。

とうし

は、平成4年'-2月17日

4年 .5)守]日 ら静岡県教育委員

引佐町間

東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長あてに、「第二東海自

.f;砂玄;1'';;，主、

品並河坪

る。この基本計画

会文化

の都市計画決定告示

いる。

うととも

長泉町~

なされている。これを受けて静岡県教育委員会は、平成4年9周回目に関係市

町村教育委員会を集めて、第二東名路椋内の埋蔵文イじ財踏査連絡会を開催するととも

内における埋蔵文化財の所在についての照会を行った。踏査結果については、各市町村教育委員会から

の回答を基に協議を行い、静岡県教育委員会が取りまとめたものを平成 5年3月18日

員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査:事務所長あてに回答がなされている。この時点で、

その後、長泉町~引佐町間について

これに伴い、とl

て¥

一2乞~"f一『

査研研倫究所へ委託

5181TIとなっている。

5年1lJ319日 日

いる。
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いては、短期間に膨大な調査量が想定され、そのための調査体制をどのよう
3 
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に一

さらに平成 6年には、静岡!果教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について、 な調査を

につパーキングエリア@サーでスエリア
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た状況調査やあらた
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てもかなり見通しができてきた。こうし り
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第 1章認査iこ至る経緯
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第 2章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

静同市東部地区(清水区)は静岡県の中央部に位置し、北は山梨県、東は富士市・富士宮市、西は静

岡市西部(静岡市葵区・駿河区)を行政界とし、南側は駿河湾に面している。赤石山脈の最南端部にあ

たる庵原山地が駿河湾に迫り、その東側の興樟川が形成した狭小な扇状地からなる興津地区を他地区と

隔てる形となっている。この山地はフォッサマグナの南部にあたり、その地質構造により南北方向に断

層が通っている。また、この山地を構成する地層のほとんどが新第三系の砂岩とシノレト岩の互層が極め

て摩く堆積したもので、摺曲するとともに南北方向のいくつかの断層で裁られ、複雑な層序と構造を呈

したものになっている。西から古第三系の瀬戸川層群、アルカリ火山岩類の多い竜爪層群、広範囲に広

がる静岡層群、砂岩シルト互層からなる和田島層群、砂岩および磯岩の多い清見寺層群、その北側に位

置する小河内層群と呼ばれ、それぞれ互いに衝上断層で接している。この丘陵部の南には巴川の三角州

の発達により形成された清水平野が広がり、巴川が源流部から平野部に流れ出た付近で、安倍川|の扇状

地からなる静岡平野に接し、静岡県中部地区最大の平野である静清平野を構成している。この静清平野

の南端には、中央部を狭めるように盛り上がる有渡丘陵がある。日本平で知られるこの小丘陵と、安倍

川が運んだ砂喋を駿河湾の強い沿浜流が運搬して発達した砂噴である三保半島は、県内はもとより全国

から多くの観光客を集めている。

上記の静岡平野・清水平野は更新世末の海面低下により形成された谷地形が、河川の堆積物により埋

没したものである。しかし、静岡平野が主に安倍川の扇状地として、清水平野の大部分は巴川の三角州

の発達によりできあがったとされ、両者は生成要閣の違いがある。

この巴川の源流は、麻機低地の北東部、賎機丘陵と麻機丘陵に挟まれた沢および、麻機丘陵と瀬名丘

陵に挟まれた沢に求められる。その沢を南流したのち、北側から麻機丘陵・瀬名丘陵を開析する長尾川・

塩田]11と、南側からは有度丘陵を開析する大慈悲院川・吉田;[1と合流しながら東流する。麻機低地の標

高は 7m前後、その出口から 5km程度下流へ行った能島砂堆付近では 2m前後を測る。このような緩や

かな傾斜をもった巴川は、各所に自然堤防を形成しながら折戸湾へ注いでいる。

件の麻機低地の中央部の泥質層は、地表から25mほどまで、は海成シノレト層、その下から泥砂蝶互層が

あらわれ、地表から約60mで新第三系の基盤に達する。この泥質層は海棲貝類の化石を含んでいること

から海岸線が浅畑地区付近まで入り込んで、いた可能性が高い。この時期はおそらく縄文海進のころと推

定される。巴川下流域の泥質堆積物は厚いところでは30m以上あり、その中から海接貝類の化石が混じ

る。よって完新世には「古折戸湾Jと呼べる大きな入り江が存在していたことが推定されている。

庵原城跡が位置する清水区草ヶ谷周辺の地は、和田島層群の砂岩の互層が主体となった丘陵、庵原川

により形成された砂磯層主体の扇状地、山切川が形成した泥砂喋互層主体の沖積地に区分され、重層的

な地形の成因が絡み合う地質構造を呈している(第2図)。今回調査を実施した庵原城跡は庵原山地から

南~南東方向へ派生したE陵先端部に位置し、城の南西には高部山とも呼ばれている当該丘陵に派生し

た低平な小丘陵がある。一帯の丘陵は、既に述べている堆積岩に分類される砂岩とシノレト岩が交互に堆

積した新第三系の地層である。この和田島層群は、西側を田代峠衝上断層で静岡層群との境となし、東

側は中河内衝上断層で、清見寺層群との境となしている。この和田島層群は他の層群同様、摺曲構造を

持ち、庵原城跡のE陵の地層は西側に傾斜した傾斜を示しているが、山切川以東では東へ傾斜するなど、

複雑な構造となっている。現に調査を実施した箇所には、西側へ傾斜した砂岩層を観察できる面が存在

4 
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$2章遼跡の位置と環境

2薮悶理遺跡一覧表
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平成17年度になり、建設予定地の買収の動きに応

じて、文化財側も現地調査着手へと動いた。 9月に

実施した文化財側の現地踏査を受けて、 12月から調

査が着手された(本調査 I期)。まず、城跡が位置す

る丘陵全体の現況地形の空中写真撮影を実施した。

また、丘陵全体の地形測量も実施している。この測

量成果は当該報告書の附図という形で紹介する。測

量後に調査対象区域内の竹林抜聞を平成18年 1月13

日から着手した。なお、現地は発掘調査によって排

出される土が多量に及ぶことが想定されたため、竹

林抜聞が終了した後、 2月8日より排土用進入路造

成を開始している。本調査 I期は曲輪16・17・18、

堀切 1付近、すなわち、庵原城跡の北西部を調査対

象としたものである。現地は作業員を投入して堀切

1付近にまずトレンチを設定、掘削を行い、自然の

谷地形を上手に堀切として利用した様を確認した。

また曲輪17は蜜柑植樹による撹乱を受けていたもの

の、築城時の土塁の痕跡を確認した。また、平成18

年度に入り、本調査 I期は継続して実施している。

重機(パックホー)による掘削、クローラーダンプ、

カニクレーンの稼働により、調査を円滑に進めてい

る。また、人力掘削には併せてベノレトコンベアを使

用し、掘削土の速やかな排出を行っている。検出さ

れた遺構は測量委託を行い、図化を行った。現地の

遺構写真は調査担当者が6x 7カメラを用いて、カ

ラー・白黒フィノレムにより撮影しており、被写体の

状況によってはハイライダー(高所作業車:写真4)

を用いている。

この本調査 I期と並行して、庵原城跡にかかる路

線範囲において、 9月から確認調査を実施した。調

査方法はトレンチを設定し、人力で掘削するもので

ある。トレンチは15本設定している。その結果、庵

原城跡北西端部の裾部トレンチ以外の個所を調査対

象とした。

平成18年11月からは前述の確認調査結果をもとに、

曲輪16南から曲輪6、曲輪5にかけての範囲を調査

対象とした(本調査II期)0 1期と同様、 パックホー

及びクローラーダンプ、ベルトコンベアを使用して

いる。また、防塵の観点から、散水車を稼働させ、

調査区内の高低差10m以上ある地点では、人力掘削

で生じた土を、シューターを用いて速やかに移動さ

- 13一

第 3章調査の方法と経過

写真1 重機穣働状況

写真2 作業風景

写真3 産業用モノレール穣働状況

写真4 高所作業車稼働状況

写真5 現地崩落状況
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第 3章調査の方法と経過

第2節 資料整理・報告書作成の経過と方法

資料整理・報告書作成にかかる作業は当研究所の施設である中原整理事務所(静岡市駿河区緑が丘町

所在:静岡県教育委員会設置)で実施した。現地で得られるのは出土遺物及び現地の記録(図面・写真)

がある。資料整理はこれらを精査していく作業でもあり、報告書は精査した各資料を総合的に検証した

結果を掲載するものである。

出土遺物は洗浄の後、注記を行っている。次に出土遺物を素材、器種等により分類している。この段

階で、石器や土器(かわらけ・陶器等)などに分類を加えて、遺構、ひいては山城の所属時期の推定に

必要なものや、該期の特徴的な遺物等を抽出する。土器のように破損した状態で出土したものは、接着

剤等を用いて、元の形状に合わせて接合していく。この段階で土器によっては石膏を充填して土器の当

時の姿を復原する作業も行っている。出土した土器は実測作業を行い、立体的な遺物を 2次元に図上に

記録する。出土した金属製品は、長い年月土中に埋没していたため、錆や土が厚く付着していたり、堅

搬な状態で出土する陶器とは異なり、脆弱な状態で出土したりするケースがある。このため、当研究所

の施設においてX線写真で原形を確認し、クリーニングを行い、かっ強化措置を施術している。出土し

た遺物は図だけではなく写真という手段を以て客観的な情報を残す。 4x 5判、 6x 7判のフィノレムを

以て当研究所の施設で写真撮影を行っている。

現地で図化された図面は、修正・編集等を経て、報告書図版へ版組、版下作成を行う。これらの一連

の作業を図画整理とも云う。また、現地で撮影された写真、前述の遺物の実測図・写真と併せて、原稿

執筆を行い、調査時からその後の分析にかかる所見を加えている。

写真6 土器復原作業

*.、、-
写真8 出土陶磁器指導
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写真7 図面整理作業

写真9 原稿執筆作業
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調査成果
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12 

13 

1.10YR3/3暗褐色シルト表土
2. 10Y円4/6褐色シルトに<1>1mm程度の灰白色礁がまばらに混じり<l>10mm程度の浅黄糧色礁が混じる

3.10YR4/6褐色シルトに品10mm程度の浅黄梅色燥が混じる
4.10YR4/6褐色シルトに<l>10mm程度の浅黄櫨色直撃が多く混じる 部分的に小さな撞色シルトブロック白可毘じる
5.10YR6/8明賛褐色シルトに燈色シルトブロック力守非常に多く混じる 品10鵬程度の灰白色磯ち多く混じる

6.10YR6/8明黄褐色シルトに樺色シルトブロックが混じる
7.10YR6/8明黄褐色シルトに燈色シルトブロックカ旬ド常に多く混じる 品10鵬程度の灰白色磯ち多く混じる

8.10YR4/6褐色シルト品1mm程度の灰白色喋白時まばらに混じる
9.10YR5/6黄褐色シルトに品200mm程リ度の浅黄櫨色砂質離が多く混じる

10.10YR4/6褐色シルトφ2mm程度の灰白色蝶が多く混じり、品30間程度の灰白色礁がまばらに混じる少震の炭化物あり

11.10YR5/6黄褐色シルトに申8mm程度の灰白色礁・明赤褐色礁力Tまばらに混じる
12.10YR4/6褐色シルトに品10胴程度の灰白色直撃が多く混じる赤褐色磯もまばらに混じる炭化物かわらけ片あり

13. 10YR6/4ーに，"!}.い黄櫨色粘質 シルトに品20mm程度の赤褐色礁が混じる炭化物あり

D 
42.0 

40.0 

1.7.5げR5/6明褐色シルトに燈色シルトブロックが多く混じる <l>50mm'程度の灰白色離がまばらに混じる
2.10YR5/6黄褐色シルトに品3mm程度の灰白色礁が混じり品10mm程度の灰白色礁がまばらに混じる
3. 10YR5/6賞褐色シルトに品10mm程度の浅黄撞磯が多く混じる少景の炭化物あり 品荻)~100剛程度の浅黄掻色磯も少量混じる
4.10YR5/8黄褐色シルトに品3酬程度の灰白色礁が多く混じる 品30~1α)mm祖霊の灰白色砂質礎ちまばらに混じる炭化物あり
5.10YR5/8糞褐色シルトにゆ100mm程度の浅黄櫨色砂質礁が多く混じる明褐色粘質シルトブロックも多く混じる上からの崩れ
6.10YR5/8黄褐色シルトに品3mm程度の灰白色礁が多く混じる 品10mm程度の灰白色砂質礁がまばらに混じる
7.10YR5/4 にぷい賛褐色粘質シルトに品20~30叩程渡の明黄褐色砂質礁が多く混じる <l>1(ヨコmm程度の砂質磯ち少量混じる

。 1 :80 
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第4主主 調査成果

から多ぐ出土している。なかでも、

に争い。第16図上段の土層図は南北竪堀の底部から、
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4ρ 

〉、 j

り。-，l

ある。土層上半部 しているものと考えたい。その断面は上端帽

であるの出輪、 l聞の堀切4
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20) 
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えり

3 の南、出i捕らの西側直下に位置す "~O

に由来するテラス

について調査請の踏査段階で 縁辺

じていなかった。しかし。第 5図の関口氏の烏敵国でも;理解できるように、

の由輸があったのではとする見解があったのは事実である。この曲輪lま

のと考えられる。周知のと主り庵原山地の最先端部でも南西斜面

るも

る位置にあ

る。しかも曲論17と曲輪'6" 10は同じ在戸の互いに向き合う位置にあ 1)、高部丘陵を越えるか、裾部を

って侵入した敵兵に対して、竪堀3の効果も柱!侠って防御を行う意図があったので、あろうむ曲輪10は

ら南の方向へ延び、J!i高は約23rn、奥行きは約20E\'=-~ 4' lTiと按形のやや不整形な長方形を指向した平

面形を呈している。曲輪10の標高値は北端部で約36. 南端部 7mを測り、平面図を見ても

きるように、南に向かつて緩やかに←下がっていく。この曲輪と丘陵jE部(曲輪2) との高低差は約18.5 

rn" 曲輪 6とは約16.5mを測る。曲輪10の後背は曲輪6の切岸となり、出1輪 6の西斜面沿いの固め

う。この

と高齢減を意図している。:遺構は土塁 3
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第4章調査成果

直に近い崖地形があったのかもしれない。曲輪南辺の切岸は自然地形に左右され、標高39m付近でやや

緩やかな斜面となる。この付近から畑として利用されていたかもしれない。この付近には南西に延びる

細い溝と、 L宇状に屈曲する大きな溝が見られる。同様のL字状の溝は曲輪5南側にも見られ、曲輪5・

曲輪6直下に位置する平坦地(畑)として維持するための竹の根切り溝である可能性が高く、件のL字

状の溝は遺構として取り扱いはしていない。

曲輪に係る遺構のうち掘立柱建物、柵の存在が推定された。 SH01は曲輪6の南西寄りに位置し、長辺

2.7m、短辺1.8mを測る小規模な建物である。規模から勘案しでも仮小屋、倉庫等など用途は限定され

よう。 SP17・18・20・29・31・32で構成される。柱穴は直径約25cm程度、深さは約10"""'30 cmで一定しな

い。長辺の方向はN-310- Wで曲輪6後背の切岸方向や後述するSA03の軸方向とほぼ同一である。 SA03

はSF01に隣接する。 SP04・SP05・SP07・SP08・SP09で構成される。柱間間隔は北から0.8m、1.0m、

0.8m、1.2mで、ある。柱穴は寵径約30cm程度で、あるが、深さも約10，.....， 25 cm程度で一定しない。 SP02・03
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童話量屋空
L~45.4m 

1.10YR5/8黄褐色シルトに品1mm程度の灰白色礎自1'¥1>量混じる

2.10YR5/8黄褐色シルトに品1mm程度の灰白色礁が少量混じる
10.10YR5/4におfい黄褐色シルト 炭佑物あり

11.10YR5/4ーにぷい賛褐色シルト 炭化物あり
炭化物あり

3.10YR5/8黄褐色シルトに品1酬程度の灰白色礁が少量混じる

4.10YR5/8黄褐色シルトにゆ10mm程度の灰白色磯白勺少量混じる

5.10YR5/8黄褐色シルトに4>1mm程度の灰白色礁が少量，毘じる

12‘10YR5/6黄褐色シルトに品10mm程度の灰白色礁が混じる

炭化物あり

13.10YR5/6賛褐色シルトに品1mm程度の灰白色礁が混じる

炭化物あり

6.10YR5/8黄褐色シルトに4>1mm程度の灰白色礁が少量i毘じる

7.10YR4/4褐色シルトに黄褐色シルトブロックが混じる

少量の炭化物あり

8.10YR5/8黄褐色シルト土器あり
息炭化した往根

子1
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主 主
E 三三--入J

1. 10YR5/6黄褐色シルトに品10mm程度の;浅黄檀色喋力Tまばらに混じる炭{じ物あり

2.10YR5/6黄褐色シルトに品20mm程度の浅黄積色・灰白色礁が多く混じる

3.10Y陥 /6に15¥い黄褐色シルトに品10mm程度の明黄褐色礁が多く混じる

4.10YR5/4に13¥い賛褐色粘質シルトに品30mm程度の砂質離が混じる

。
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調査成果
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る。また曲輪8を見下ろす位置にもあるため、曲輪8に侵入した敵兵を牽制する働きもあったのかもし

れない。一方、竪堀3に隣接し、かっ柱穴跡が多数検出された曲輪6とは異なり、規模は小さい。この

曲輸はS-420-Wの方向へ延びる。平面は逆台形様である。切岸の傾斜角は曲輪最先端部からは約42度

を測る。曲輪は 2段構成をしており、曲輪下段先端部には土塁が残存する。曲輪5上段の標高値は約45.7 

~45.3mで南西へと傾斜する。調査区外ではあるが上段はさらに北西へと広がる可能性を有している。

上段と下段との境界は高低差約O.6m程度の段差が見られる。曲輪5下段には土塁基礎部が残存する。土

塁は長さ約6.5m、幅は約1.4m、高低差は約40cmである。土塁頂部は概ね平坦面をなし、長さ約3.4m、

幅約O.7mを測る。土塁上には柱穴跡が確認され、 SA02 とした。柱穴SP01~02の間隔は約 2mを測る。

共に土塁上端面の藤辺にある。径はO.2~O.3mである。曲輪 5 南東側には廃城後に畑として開墾された

痕跡であろうか、テラス状の地形がある。また竹の根切り溝と思しきL字状をなす溝が見られる。域機

能時にいかなる地形となっていたかは判然としない。遺物は土塁より上段側に集中して出土している。

かわらけが主体であるが、古瀬戸平碗や播鉢が出土している。輸入陶磁器(青磁、白磁か)も散見され

る。また、この曲輪は第21図の土層断面図でも理解できるように、地山に明赤褐色シノレトを盛土として

いるのが、理解される。盛土を施す以前の地形が第21図上段の平面図である。土墨付近を中心に盛土を

行ったのが理解できる。

11 曲輪8(第22図写真函版14・16)
曲輪8は曲輪3の南西縁辺に位置し、丘陵頂部の先端部に位置する曲輪3・虎口の防御と、域内道の

機能を持っていたものと考えられる。城の最先端部には曲輪3より一段下がる曲輪4が設けられている

が、今回の調査では曲輪8との境界は判然としなかったが、曲輪4と曲輪8の切岸の方向が変わる竪堀

1付近を境界として考えてよいのだろう。一方、曲輪8の西端は判然とせず、畑開墾の影響を受けたと

考えられる平坦面が継続する。この継続する平坦酷は上段・下段に分かれる。この平坦面は曲輪5南東

に位置するL字状の溝まで延びている。上段面は長さ約16m、標高約38mから緩やかに傾斜し、約40m

でL字状溝と接触する。上段面には長さ約 8mほどの直線的な溝が曲輪3の切岸に沿って確認されてい

る。掘り直されたようで同規模の溝が2条重複していた。この溝も畑開墾時に係るものか。下段面の長

さは上段面とほぼ向じで、標高約37.8mから緩やかに傾斜し、約38.9mでL宇状溝と接触する。上段面

と下段面との高低差は最高値で約1.3mである。曲輪5南東切岸に見られるテラス状の地形の標高値と上

段面の標高値がほぼ同じであるため、両者は一連のもので、畑開墾の所為であろう。下段面は竪堀2の

上半部を破壊しており、下断面は曲輪8を畑開墾のため拡幅・造成した可能性があろう。従って曲輪8

本来の姿を保つのは竪堀 1 から西約12~13mの範囲に限られ、それより西の形状は曲輪本来のものでは

無い。この曲輪8の方向はやや湾曲するが概ね東西方向に延びている。上段・下段に分かれる継続する

平坦面はN-240-Wの方向へと延びる。この上下段に分割される地点は、丁度地形の転換点にある。な

お、曲輪8からは土塁や柱穴等は確認されていない。

曲輪8付近ではかわらけの他に、古瀬戸の天目茶碗や香炉が出土している。ただし江戸期の美濃産の

灯明具が出土しているため、中世遺物のほとんどは廃城後の開墾等の影響を受けており、曲輪1・2・

5方向からの流れ込み等、原位置を留めていないものと考えられる。
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1 -1 φ20D胴程度の;司111篠層

12. "10γRL1/6褐色シJ[_，卜に010刷'lJJ¥ii1製微量J昆じる砂粒混じる炭信仰おり
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15. 7.5Y〆5/8昭褐色シルトにφ20mm程度じて減微量混じfSt似立混じる 炭化 あり

16. 1 ひiR5/6 貫Î~色シJlノト iこ品20mm程度白砂岩践がき5く混じる砂粒混じ，る
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12 曲輪3 (第23""25函写真図版18・19・20)
曲輪 3 は南アルプス山地の末端、庵原山地から派生する丘陵の先端にある。曲輪 1~3 で構成される

城の主要曲輪群の南東にあり、城最先端部の曲輪4を見下ろす位置にある。山切川側は急傾斜であるた

めか、小曲輸の存在は認められないが、南から南西にかけての斜面側は傾斜が幾分か緩かったためか、

曲輪4、8や9のような小規模な防衛施設を設えたのであろう。曲輪3からは清水港方向の展望が開け、

山切川沿いに進軍、展開する敵兵の動きは一目瞭然であったと考えられる。今回の調査では曲輸の一部

のみであり、また第3章でも述べたように自然崩落により調査不能となった箇所がある。附図 1にある

ように調査前の地形図では、曲輪3は曲輪5との境となる切岸が直線的に延び、るが、曲輪3南半部はや

や丸みを帯びた平面形をなしている。その理由は矩形に掘り抜かれた箇所の存在によるものである。調

査した曲輪3は上段、下段の 2面に分かれる。上段は標高値約45.9mを測る平坦面である。下段は標高

値約45mを測る平坦面で、上段、下段の高低差は約O.9mである。下段面には柱穴跡が1基確認できる。

直径は約40cmで、深さは約15cmを測る。下段面の東半部は崩落の危険性が生じていたため、未掘削箇所

第26図竪堀2実測図
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レている。第24図上段の断面図は曲輪3西側

がzt}る。この地形に堆積した土)曹の

::0ら
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業4主主 調査一成果
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箇所の真下、また、曲輪5南側切岸に位置するた

めている。この堅調!

噌
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さ
る と相{突って、

るの;1'要高値33.5m付近に る平坦面が広がる。この畑による
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ヘC る。前者は 8 

3より見L下ろされる位置にあり、また、明川泡り慨舵ゼ jすっ

ともなるため、重要な位置にあると考えられる。一方、竪堀 1はその

の転換点にこの竪堀が位置しているた

切m沿いから、

図の調査前地形図にも

きるであろう。

曲論4の平田形は三角

⑪慢入してくる敵兵を翠積りする

ある曲翰4と堅堀 1

されたものかもしれない。

ており、その遺構のブてきさ

ここでは一括して述べてみたいc

るが、面積は凡

と思しき。東辺は直線的である

ヅ/円、A

Q¥り¥_'、 いるのかもしれない。調査の結果、標高値約:38.2rn程度

されていない。曲輪4の未調査区域の後背は切り立った曲輪面が検出さ

3の切岸がある。

4: 0 8.そして る位置に

に丘陵裾部方向
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は幅1.

おり、テラス

は標高値約36，5/~37m 
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占めるの

ら出土し

については

。石製品・

毎

おいて出土した土器は第4

10 

その次に中世土器として注目さ

学院大学)に指導を受け、第 5表には出土した古瀬戸と

の3種 されるc そのうち主体となるのは

して第31図に掲

このうち主体を

く、
砂子 n 

'"， 

らけで，6:1る。

の製品が集中する。時期的には15世a紀中葉から後葉にあたる。播鉢の中に

1段階に近い資斜が、若干見られるのみであるのまた古志戸昌製品も古瀬戸の問

している。台志戸邑の分類にあたっては河合修氏の指導を受けている。

出土しているが、決して量

にあたっては中興問青夕、氏

出土している。輸入陶磁器とは日

とも呼称される。分類案は菊;[1

、 15~~16世紀代

けている。

書資料編』に基づく。出土したのは青磁 c 白磁。染付の 3種で碗⑪皿に限定される。四耳壷や盤類は今

回の調査では出土していない。これらの資料の中にはl3世紀代に遡る資料も散見されたが、主体は15世

と考えたい。 ものと考える。

15 
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第 4章調査成果
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l第29悶 A 灯明朗 近世美1漫登祭1O~11
堀切 2北西

堀切 2南部

第29区l 5 :賠訴 j丘;笠淑戸登祭 5-~ 7 |本調査 I期表土

第29~司 6 図版~l かわらけ 室主堀3
ワ かわらけ 区、坂 3

第29図 8 かわらけ 事手摺3
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16 ?首長本 古j緩FifiミlV新 |感堀 3

第29図 17 |指鉢 古げJヨ後!v新 三日当包又三f宅lID3 η 到.8) 1 
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第5章まとめ

第 5章 まとめ

第 1節遺構と遺物

庵原城跡の発掘調査は平成12年度から平成22年度にかけて断続的に実施してきた。調査は城の縁辺部

であるため難航したが、遺構・遺物の特色を把握することができた。ここでは簡単に調査成果をまとめ、

総括としたい。

1 調査の成果

庵原城跡は静岡市清水区草ヶ谷に所在し、庵原山地から張り出した丘陵先端部に位置する。城の東斜

面、西斜面は急峻で、丘陵裾には山切JII、山田川が流れており、要害地形を利用した山城である。一方、

交通路からみてもこの場所は南に東海道が通り、駿河湾を望む場所であるとともに山梨県南巨摩郡へ通

じる地域である。このように庵原城跡は東海道筋だけでなく、甲斐国への往還を抑える交通の要衝にあっ

たといえる。

検出遺構 調査が実施されたのは尾根の西側縁辺から西側斜面にかけての4，051niである。あらたに検

出及び確認した遺構は堀切 1・堀切 2、溝1、曲輪3・5• 6 ・ 8 ・ 10 ・ 16 ・ 17 ・ 18、竪堀 1~4、虎

口である。

堀切 1は東側から入り込む自然の谷地形を利用しており、上部幅15m、深さ5.5mで、ある。堀切 1と曲

輪17の聞には溝1と小段部を検出している。溝1掘削前段階には曲輪18として機能していたと考えられ

る。

堀切 1と溝 1との切りあい関係は不明瞭であるが、溝1を掘削して二重堀切化をはかった可能性が高

いとともに、分断された曲輪18は土塁として機能したであろう。そして、この位置は城の西端にあたり、

最も防御に注意を払う場所であることから、堀切 1は改修された痕跡として認めることができる。

堀切 2は曲輪16と曲輪17を分かつ機能をもち、断面形状は箱堀をなす。南側の末端部は明瞭で、はない

が、谷が入り込んでおり、竪堀を構成していた可能性がある。

曲輪6には 1棟の掘立柱建物跡 (SH01) と柵 (SA03)を想定することができた。曲輪6の先端部寄

りでSH01は検出され、柵 (SA03)の軸方向と同一である。 SH01は長辺2.7m、短辺1.8mで小規模な建

物であり、居住目的というよりは物入れ等用途は限定されよう。

曲輪5は曲輪2・3の側面下にあり、曲輪8を見下ろす位置にある。先端には土塁が残存し、上面に

は柵 (SA02) と考えられる柱穴が確認できる。

曲輪16は城跡内で残存した曲輪でも一番高所で、庵原山地から延びる尾根筋を眺めることができる。

堀切 2に面した部分で柵 (SA01)が確認できた。

曲輪3は主要曲輪群のうちの丘陵先端部にあたる曲輪で、曲輪4を見下ろす位置にある。ここでは上

下2段の平坦部を確認し、下段には柱穴跡が2基検出できた。これは城門などの施設が考えられ、虎口

と想定することができる。当初、堀切であった箇所を利用して城内道と連動するかたちで虎口の整備を

はかったと考えることも可能で、虎口の設置も改修の痕跡としてとらえることもできょう。

竪堀は4基確認できた。竪堀 1・2は曲輪8の両端にある。竪堀3は曲輪1・6・10、 堀切4と接続

し、南北2本の細い竪堀で構成される。竪堀3は堀を 2重にすることで敵の横方向の移動を効率的に阻

むものであり、改修の痕跡と認めてもよい。竪堀4は曲輪1・16の境界部にあり、小規模である。
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(工永禄:Ll年月 68

武田i言玄が買を当主いて、甲府を進発。

②12月9日

武!]fi震の?;fJ動隊が大宮城に攻勢。

富士信忠(富士浅間宮大宮古J)防衛に成功。

③12月 12.日

内漢口で萩T青誉〈今川寛、 l乙松野領主)戦死。

第 5主主 まとめ

@12月 12日

蔭j出山を中心に庵原安房守等が布陣。 法見寺に今川氏真
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⑤12月12臼

北条定が~f，苦原城守備隊と合流。

⑥12月 13日

武百軍、興津を5鎖。駿府へ進宣言開始。

今jlj軍の拠点(高橋城.;i1:J協妙:等)が武田軍lこより陥落。

⑦12月 13B 

武田章、駿府占領。駿j仔館や浅聞社、 f完済寺等に放火。

今}!!氏真は主川減へ返却。

③12月 13Ei 

北条主臣、興津で武田箪と交需品。武田箆担IJ約 400名戦死。

ゃー富山明白武田軍指定進路

町一 'J:iじ条章推定進路
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「太原崇字m相賛j

『言継íF~記』

『言縦卿言i3j

『言非主卿言己J

「駿河国臨済寺塔lli'i.オヲー寺帳』

『信長公記j

敗走予る今川事に織田宣が迫撃戦。庵原左Ir家志、日記増補追加』

- 60 

「甲陽軍鍛』品第十七

『甲陽箪鐘1品第卜七

f甲!湯軍鐙』品第三十七

「武悶朱印状写J

『甲陽主主縫J品第五十六



まとめ

もと

?)なる r人

第 5主主

を使者として武田(155u) 

-~1552) 

づP

'~o となるの。〉

いる。し|可

=、
-
w

』
G-r」ヴ

」としない。

の重臣としてようやく安定期

している。

った美作守元政が討死し

ら目、武田信玄が軍

12月9日

このらかである G

き?ことさ

〆一、
J を開始言る。

とは別に、中道往還

の守備する

した富士山西麓沿いたのは(言玄

土桟間宮大宮司)

る。 12月12日

の由比に抜けている。一連の動き

lの東側に;車なる薩埋山

口氏等に働きか村、

13日武田軍は興樟を

に武田信ム 1・
'3.: JJ-::' 

に武田氏が

したものと

をしかり

として靖信(信玄〉に面会した

この際

した障にしめた

てつ

している

している問、武田軍

清見寺の先、

水面下で朝比奈民、

にi塁却している。

• ;!tJJ嘉1去を

もある。前者

る。なお、相模国

12月13日に武田軍の主力

とも

るの

したという

? 

'-

えら

ている。

と式田信玄

見らの

また駿河先方衆筆頭朝比奈信置の配下

ヰ:

ている。

くの庵原姓をってし、ることから、

のは明らかである。

は113庵原ており、ヴぅ
I~ 

は15i立したよう

きないものの、

た朝比奈信置の関与するものとなっている。

けて

えたとは考えにくく、そ

，';''' 
九c 

民の所領一円

によりし、かほ

た司官出生がある。 こは

たごとになるであろう。

が武田.氏の手1キl

- 61 

" -} 

c:: ご

ム衣

らないa そどの工夫がなさ



1993 

E主メ士h

_Fミ~Ä

199() 

か 196G I清水市東山田第 1号 a 第 2

大)I i 敬夫 1992 

1977 

初重 1994 

ゴゴ!i 1999 

員会

『靖水市内遺跡群発掘調査報告警

200;:1 r寺!-U古墳群確認調査報告書j

と中世社会』

2010 I席原域Ir静岡県におのる戦国山城j静岡県考古学会

基樹 1995 I武田氏の駿河支配と朝比奈信置H武田氏研究』

建設省中部農林事務所。清水市教育委員会 1996 r原平遺跡発掘調査報告書(平成8

忠 1997 I清水市三池平古墳 s 尾羽!窪寺跡とその背景H静岡県史研究』第14号
佐野 明生 1991 r庵原山一乗寺史j曹洞宗庵原山一乗寺

明生 1998 

静岡県教育委員会

清水市教育委員会

2005 

1978 

1978 

関口 宏行 1991 

辰巳 19'76 

土

土あ

n
u
n
d
 

1983 

1981 

1989 r大乗寺 ω 高部山J

2000 

1991 r高部山遺跡 ω 尾羽廃寺発掘調査報舎書』

62 ~ 



写真図版



図版1

1.庵原城跡全景① (南より)

2.庵原城跡全景②(北西より)



図版2

1 .庵原城跡全景③(北東より)

2.庵原城跡全景④(北東より)



図版3

1 .庵原城跡全調査区(合成写真)
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図版5

1.曲輪17-18、堀切2(南より)

2.曲輪16-18、細切1① (西より)



図版6

1 . 曲輪 16~18 、 堀切 1 ② (北西より)

2. 曲輪 16~18、堀切 1 ③ (北東より)
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図版7

. 

2.曲輪18、堀切1② (南西より)



図版8

1 .曲輪17①(北東より)

2.曲輪17②(酉より)



図版9

1 .堀切2① (南東より)

2.堀切2② (北西より)

3.堀切2土層(北より)



図版10

1 .曲輪16①(西より)

2.幽輪16②(真上より)



図版11

1 .曲輪6・10、竪堀3①(西より)

2.曲輪6・10、竪堀3②(北西より)



図版12

1 .竪堀3(南西より)

2.竪堀3土層(南西より)



図版13

1 .曲輪6(西より)

2.曲輪6・10(真上より) 4.曲輪6検出炭化柱根(真上より)



図版14

1 .曲輪5・8、竪堀1・2①(酉より)

2.曲輪5・8、竪堀1・2②(南より)



図版15

1 .幽輪5(北より)

2.曲輪5盛土除去後(北西より)



図版16
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1 .幽輪8、竪堀2(西より)

2. 曲輪8(北西より)



図版17

1 .竪堀1①(南より) 2.竪堀1②(真下より)

3.竪堀1上端部(北より)



図版18

1 .曲輪3・虎口①(西より)

2. 曲輪3・虎口②(南西より)



図版19

1.曲輪3・虎口③ (北西より)

2.曲輪3・虎口④(筒より)



図版20

1 .曲輪3土層(北西より)
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2.虎口付近土層(南西より)

) .~~ 

3. SF1・2(西より) 4. SF3・4、SP1 (東より)



図版21

かわらけ集会写真

14 

鉄紬袴E要形香炉(古志戸呂)

14底部

灯明皿(かわらけ)

灰紬袴腰形香炉(古瀬戸)

灰紬緑紬小皿(古瀬戸)



図版22

24 

茶室(信楽)

播鉢(常滑)

白磁皿(高台内に墨書)

措鉢(古瀬戸)

用途不明鉄製品

54 

砥石 切羽

51 50 51 

銅銭(左:表面右:裏面)
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第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告

第225集

北野寿一・勝又直人・井鍋誉之(編集)

財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

録

干422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田23-20 TEL054 -262 -4261 (代表)

西暦2010年 7且30日

コード 北緯 東経
ふりがな

。 。
調査期間 調査面積

所在地 市町
遺跡 ， ， 

rrf 
番号 " " 

静しずお岡か県砂ん静しずお岡か市し
350 1380 

200512~ 

清しみ水ず区〈 22201 38 3' 29' 
200708 

4，051 rrf 
草くさがや 9" 6" 

200907~ 
ヶ谷 200910 

種別
主な

主な遺構 主な遺物
時代

縄文
縄文土器

時代

古墳
須恵器

時代
散布地

平安

時代
灰粕陶器

鎌倉

時代
青磁碗・白磁皿

室町 曲輪・竪堀・堀切
かわらけ・蜜・播鉢・片口鉢・平碗・

城跡
時代 掘立柱建物

天目茶碗・縁紬小皿・青磁碗・白磁

碗・染付碗

散布地
f工戸

播鉢・灯明具・碗・砥石・寛永通賓
時代

調査原因

第二東名建設事業
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15世紀中葉から15世
紀後半の古瀬戸製品

庵原城の築造年代は不明で、あるが、駿河国の国人領主で、今川氏の重臣であった庵原氏の山城と

考えられている。城全体は丘陵部に主要な曲輸を形成し、周囲に段状の小規模な曲輪を配置した比

較的単純な構造といえる。調査の結果、曲輪・竪堀・堀切・虎口を確認し、曲輪5・6・16では掘

立柱建物、柵等を検出した。庵原城では二重堀切、 2条に掘削された竪堀、虎口が検出されたこと

から永禄11年以降、武田氏傘下の朝比奈氏により改修された可能性が高い。

遺物はかわらけ・貿易陶磁・国産陶器で構成される。かわらけが主体を占め、古瀬戸後期様式の

N期古~新段階の製品が認められる。
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